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視覚イメージ鮮明性と仮現運動 
 

○髙橋 純一 
（東北大学大学院文学研究科） 

キーワード：視覚イメージ鮮明性，仮現運動，脳波 

 

目 的 

 本研究では，視覚イメージ鮮明性 (Vividness of 

Visual Imagery Questionnaire: VVIQ, Marks, 1973) 

の個人差と仮現運動との関連について検討を行な

った。心的イメージとは，“物理的な刺激対象が現

前しない場合に起こる主観的な類感覚的経験 

(Kosslyn et al., 2006)”と定義される。一方，仮現運

動とは，“適当な空間的距離をもった 2-3 個の物体が

交互に点滅することで，物理的には存在しない物体

間の運動軌道が補完され，1 つの物体が運動してい

るように見える現象 (Kolers, 1972)”である。両者は，

物理刺激が存在しない場合に知覚が生じる点におい

て，関連があると推測できる。 

 

研究 1: 視覚イメージ鮮明性と仮現運動との関連 

(行動データ) 

 研究 1 (Takahashi & Hatakeyama, 2012) では，行

動データの観点から，視覚イメージ鮮明性と仮現

運動との関連について検討した。 

 

方 法 

実験参加者 正常な視覚を有した大学生・大学院

生 99 名 (男性 42 名，女性 57 名) であった。 

材 料 3 つの黒いドットが，白い背景上で点滅す

る事態を用いた (Fig. 1)。ドットの直径は視角 1 

deg で，ドットどうしの距離は視角 5 deg であった。 

手続き ドットは，それぞれ 200 ms ずつ提示され，

刺激間間隔 (ISI: Inter-stimulus Interval) は，20 ms

から 500 ms のときがあった。実験参加者の課題は，

ドットの運動の滑らかさについて 5 件法 (1: 滑

らでない ～ 5: 滑らかである) で判断すること

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 A stimulus sequence used in Takahashi & 

Hatakeyama (2012). 

 

結果と考察 

 分析では，課題の意味を理解できなかった者及

び課題を最後まで実施できなかった者を除いた

91 名が分析対象者となった。このうち，上位及び

下位の 27 % ずつを高鮮明群及び低鮮明群とした 

(高鮮明群: n = 25, mean VVIQ = 32.5, SD = 3.0; 低

鮮明群: n = 26, mean VVIQ = 54.2, SD = 5.6)。 

 Fig. 2に，高鮮明群及び低鮮明群の結果を示す。

VVIQ (2; High / Low) を実験参加者間要因とし，

ISI (16; 20 / 40 / 60 / 80 / 100 / 120 / 140 / 160 / 180 / 

200 / 250 / 300 / 350 / 400 / 450 / 500 ms) を実験参

加者内要因とした 2 要因分散分析の結果，VVIQ

の主効果 [F(1, 49) = 4.21, p < .05]，ISI の主効果 

[F(15, 735) = 72.10, p < .001]，両要因の交互作用 

[F(15, 735) = 1.72, p < .05] が見られた。ISI 350 ms

以降で，高鮮明群の方が低鮮明群よりも評定値が

高かった [350 ms: F(1, 784) = 7.64, p < .01; 400 ms: 

F(1, 784) = 9.30, p < .005; 450 ms: F(1, 784) = 10.48, 

p < .005; 500 ms: F(1, 784) = 6.42, p < .05]。 

 実験の結果，特に，ISI が長い条件 (350 ms
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以降) において VVIQ の個人差が見られた。より

長い ISI における仮現運動は，後期の運動情報処

理過程を反映していると考えられる (Braddick, 

1974)。このことから，仮現運動における視覚イメ

ージ鮮明性の個人差は，より後期の運動情報処理

過程において観察される可能性が示唆される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 The results of individual differences in VVIQ 

(High vividness group: n = 25; Low vividness group: 

n = 26). Error bars denote the standard errors of 

means. 

 

研究 2: 視覚イメージ鮮明性と仮現運動との関連 

(脳機能データ) 

 研究 2 (Takahashi & Yasunaga, 2012) では，脳機

能データ (Event-Related Potential: ERP) の観点か

ら，視覚イメージ鮮明性と仮現運動との関連につ

いて検討した。実験パラダイムは，Wibral et al. 

(2009) を用いた。 

 

方 法 

実験参加者 最初に，大学生・大学院生 60 名 (男

性 19 名，女性 41 名) に VVIQ を実施した (mean 

VVIQ = 41.17, SD = 8.1)。次に，VVIQ 得点が 37

点以下の者を高鮮明群 (n = 10, mean VVIQ = 33.5, 

SD = 4.2)，50 点以上の者を低鮮明群 (n = 8, mean 

VVIQ = 52.4, SD = 2.5) として，脳波実験に参加し

てもらった。全ての実験参加者は，正常な視覚を

有していた。 

材 料 2 つの白色の四角が，黒い背景上で点滅す

る事態を用いた (Fig. 3 (a))。四角の大きさは視角

2 deg であった。 

手続き 刺激は，それぞれ 200 ms ずつ提示され， 

ISI は，200 ms と 400 ms のときがあった。ISI 200 

ms の方が，ISI 400 ms よりもより強い運動の生じ

ることが確認されている。実験条件には，運動条

件 (S1 と S2 が交互に提示される) と統制条件 

(S1 あるいは S2 のみ提示される) が設定された 

(Fig. 3 (b))。脳波は，S2 が提示されたときを onset

として，200 ms 後まで加算平均された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3. Stimulus sequence used in the study of 

Takahashi & Yasunaga (2012). S1 and S2 mean the 

stimulus 1 and stimulus 2, respectively. 

 

結果と考察 

S2 が提示された後 90 ms から 200 ms において

10 ms ずつ区切って分析を行なった。正中線にお

いては，VVIQ (2; High / Low) × 部位 (5; Fz / Cz / 

(a) 

(b) 
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Pz / POz / Oz) × ISI (2; 200 ms / 400 ms) × 条件 

(2; 運動 / 統制) の 4 要因分散分析を行なった。

傍矢状洞部においては，VVIQ (2) × 部位 (5; 

F3-F4 / C3-C4 / P3-P4 / PO3-PO4 / O1-O2) × 半球 

(2; 右半球 / 左半球) × ISI (2) × 条件 (2) の 5

要因分散分析を行なった。側頭部においては，

VVIQ (2) × 部位 (4; F7-F8 / T3-T4 / P7-P8 / 

PO7-PO8) × 半球 (2) × ISI (2) × 条件 (2) の

5 要因分散分析を行なった。分析に用いた電極の

位置を Fig. 4 に示す。なお，有意水準は 5 %であ

った。また，結果の記載には統計値の記載を省略

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 Diagram of electrode locations in the 10/20 

sites. 

 

実験参加者全体 (n = 18) の結果から，ISI 200 

ms 条件で，90-200 ms において，ほぼ全ての頭皮

上に陰性波が確認された。一方，ISI 400 ms の条

件では，170 ms-200 ms において，前頭付近で陽性

波が観察された。 

次に，高鮮明群 (n = 10) と低鮮明群 (n = 8) の

波形を比較した (Fig. 5)。陰性波に関しては，高鮮

明群の方が低鮮明群よりも頭皮上分布が広かった。

一方，陽性波に関しては，高鮮明群 (150-200 ms) 

の方が低鮮明群 (170-200 ms) よりも潜時が短く，

結果的に持続時間が長かった。 

 90 ms 以降の陰性波は，仮現運動の見えと関連

していることから (Wibral et al., 2009)，高鮮明群

の方が運動をより知覚していたと推測できる。ま

た，仮現運動は運動残効と関連があり (Winawer et 

al., 2010)，特に 160 ms 付近の陽性波は運動残効の

持続時間と関連がある (Kobayashi et al., 2002)。し

たがって，高鮮明群の方が運動残効を持続させや

すく，結果的に運動軌道を知覚しやすかった可能

性も推測できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 5 Mean topographies between the High (n = 10) 

and Low (n = 8) vividness of visual imagery groups.  

 

まとめ 

 本研究では，行動データ (研究 1) 及び脳機能デ

ータ (研究 2) の観点から，視覚イメージ鮮明性の

個人差と仮現運動との関連について検討した。研

究 1 では，より長い ISI のときに，高鮮明群の方

が低鮮明群よりも滑らかな運動を知覚することが

分かった。研究 2 では，生理学的観点から，高鮮

明群の方が低鮮明群よりも仮現運動の見えが良い

ことが示された。特に，後期 (160 ms 以降) の陽

性波において群間差が顕著であったため，研究 1

と同様に，群間差は後期の運動情報処理過程にお

いて生じる可能性が示唆される。 
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